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り所で春
圏
指
定
の

E

文
化
財
で
知
ら
れ
る

観
音
様
を
参
拝

四
月
十
七
日
、
桜
の
名
所
で
知
ら
れ
る

瑞
龍
寺
で
、
沖
浦
観
音
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。祭

り
に
は
、
恒
例
の
も
ち
ま
き
や
宝
ま

き
、
小
学
生
の
剣
道
大
会
な
ど
、
祭
り
を

賑
わ
す
催
し
物
と
わ
た
菓
子
、
宝
く
じ
、

東
京
カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
露
屈
が
祭
り
を
盛

り
上
げ
、
参
拝
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
瑞
龍
寺
に
は
、
国
指
定
の

有
形
文
化
財
で
あ
る
十
一
面
観
音
立
像
が

安
置
し
て
あ
り
、
毎
年
こ
の
日
ご
開
帳
さ

れ
、
豊
満
優
美
で
量
感
強
い
立
像
を
拝
観

す
る
た
め
、
町
内
の
み
な
ら
ず
町
外
の
方

も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
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針 ............. 理由

と

く

且
。

方政施

平
成
一
二
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例

会
が
、
三
一
月
十
二
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
の
四
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
平

成
三
年
度
当
初
予
算
や
長
浜
町
廃
棄
物

処
理
施
設
建
設
委
員
会
条
例
の
廃
止
な

ど
一
二
十
三
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
。
ま
た
、
議
会
報
告
案
件
四
件

町

D[Lヂ

てコ

。は
、
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
を
前
に
、
町
長
が
平
成
三

年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
。
続
い
て
四

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一

般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
三
年
度
施
政
方
針

時

じ

め

に

昨
年
暮
れ
に
我
が
郷
土
が
輩
出
し
た

西
田
先
生
が
国
務
大
臣
国
土
庁
長
官
に

就
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
わ
か
ち
合
う
べ
き
町
有
史
以

来
の
慶
事
で
あ
り
、
大
臣
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
私
こ
と
昨
年
九
月
に
、
町
民

各
界
各
層
の
皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
、

し
か
も
身
に
余
る
ご
推
挙
を
賜
り
、
名

誉
あ
る
町
長
と
い
う
ポ
ス
ト
に
つ
れ
せ

て
頂
い
た
こ
と
は
、
私
の
最
も
本
分
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
二
年
度
半

は
か
ら
町
政
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
が
、
平
成
三
年
度
か
ら
が
実
質
的
な

私
の
町
政
担
当
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、

そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
認
識
し
つ
つ
、

「
里
づ
く
り
」
、
「
町
づ
く
り
」
、

「
心
づ
く
り
」
の
推
進
を
図
り
、
一
方

で
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
を

深
め
な
が
ら
、
「
人
と
物
の
動
く
ま
ち

づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
円
滑

な
町
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

港
を
生
か
し
た

産
業
づ
く
り

本
町
は
西
瀬
戸
経
済
圏
域
に
お
け
る

県
西
南
部
の
工
業
開
発
拠
点
・
物
流
基

地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
国
・

く

り

の
推
進

県
の
積
極
的
な
支
援
を
得
な
が
ら
、
長

浜
港
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
港

を
生
か
し
た
産
業
づ
く
り
が
拓
海
工
業

団
地
で
あ
り
、
同
同
地
は
港
湾
を
利
用

す
る
企
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な

整
備
が
待
た
れ
て
い
る
。

港
湾
整
備
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

物
流
、
産
業
、
生
活
の
=
一
つ
の
機
能
が

調
和
よ
く
連
携
し
、
修
景
等
緑
地
環
境

に
十
分
配
慮
し
た
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
同

時
に
、
小
型
船
だ
ま
り
、
公
共
岸
壁
、
防

波
堤
事
業
の
推
進
を
図
る
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
第
三
次
開
発
事
業
に
つ
い
て

は
、
港
湾
整
備
に
あ
わ
せ
て
本
町
の
都

市
機
能
施
設
、
生
活
環
境
施
設
を
整
備

す
る
も
の
で
、
平
成
三
年
度
に
は
調
査

研
究
を
行
い
、
こ
れ
ら
基
本
計
画
の
推

進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

施政方針を述べる上田町長

地
域
を
結
ぶ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

長
浜
港
は
、
西
瀬
戸
地
域
に
お
け
る

ア
ジ
ア
サ
ブ
ポ

1
ト
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
国
道
、
田
町
道
、
町
道
等

の
効
率
的
な
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

最
大
の
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、
県
道
長
浜
j
保
内
親
に
つ
い

て
は
、
改
良
整
備
促
進
に
向
け
て
協
議

会
を
設
置
す
る
な
ど
、
早
期
完
成
が
図

ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
・
関
係
各
位
に

強
力
に
働
き
か
け
、
よ
り
以
上
の
整
備

促
進
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
国
道
三
七
八
号
の
町
内
分
の

改
良
整
備
に
つ
い
て
は
、
八
八
%
が
改

良
済
み
と
な
っ
て
お
り
、
櫛
生
工
区
で

は
、
櫛
生
、
出
海
の
両
漁
港
医
内
に
改

良
残
が
あ
り
、
現
在
出
海
漁
港
区
内
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
櫛
生
漁
港
に
つ

い
て
は
、
道
路
整
備
計
画
に
配
慮
し
、

合
併
的
な
手
法
に
よ
る
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
長
浜
工
区
内
拓
海
地
域
の
道

路
法
綻
に
つ
い
て
は
、
道
路
規
格
に
合

致
し
た
も
の
に
修
正
し
、
車
両
交
通
の

安
全
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
に
し
て
い

る。
次
に
、
大
洲
j
長
浜
線
の
仁
久
か
ら

国
道
三
七
八
号
に
接
続
す
る
区
間
で
は
、

整
備
緊
急
度
の
高
い
か
所
か
ら
改
良
を

進
め
る
よ
う
、
県
へ
要
請
を
し
て
い
る
。

県
道
長
浜
j
中
村
組
に
つ
い
て
も
、

円
滑
な
車
両
交
通
は
も
と
よ
り
交
通
安

全
の
確
保
の
上
か
ら
も
、
早
期
整
備
が

急
務
で
あ
り
、
道
路
幅
員
の
狭
少
区
間

の
改
良
を
進
め
て
参
り
た
い
。

県
道
櫛
生

i
大
洲
線
の
改
良
に
つ
い

て
は
、
路
線
区
間
も
当
町
管
内
の
大
半

は
未
定
と
い
う
状
況
に
あ
る
の
で
、
道

路
改
良
法
線
の
決
定
を
行
い
、
早
急
な

整
備
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

町
道
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境
、
居

住
環
境
の
整
備
上
も
拡
幅
改
良
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
平

線
の
抜
本
的
な
改
良
に
着
手
し
、
ま
た
、

柿
の
久
保
線
、
郷
ノ
峠
j
出
石
寺
線
の

局
部
改
良
な
ど
逐
次
整
備
を
図
っ
て
い

る
。
平
成
三
年
度
か
ら
は
黒
田

i
大
屋

椋
の
改
良
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
各
路
線
の
整
備
事
業
は
、
ア

メ
ニ
テ
イ
守
つ
く
り
の
基
本
と
な
る
の
で
、

整
備
促
進
に
最
善
の
努
力
を
払
い
、
関

係
各
位
の
格
段
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
地
域
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
号
つ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

地
力
あ
る

基
盤
づ
く
り

農
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
か
ら

牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
が
自
由
化
さ

れ
る
の
で
、
か
ん
き
つ
産
地
再
編
事
業
、

か
ん
き
つ
園
地
緊
急
整
備
事
業
等
を
核
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主十

と
し
、
農
家
と
農
協
の
皆
さ
ん
の
提
言

等
を
聞
き
な
が
ら
、
本
町
の
農
業
経
営

の
確
立
対
策
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

、
え
て
い
る
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
総
合
整
備

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
度
は

肱
川
の
西
地
区
を
実
施
し
、
ま
た
、
平

成
三
年
度
か
ら
は
東
地
区
の
育
林
事
業

を
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
、
町
内
全
域

を
対
象
と
し
た
事
業
が
推
進
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
港
整
備
の

面
で
、
櫛
生
漁
港
を
は
じ
め
、
喜
多
、

沖
浦
、
出
海
、
青
島
の
各
漁
港
に
つ
い

て
も
、
整
備
規
模
に
即
し
た
改
修
と
局

部
改
良
な
ど
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

水
産
業
地
域
改
善
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
築
い
そ
事
業
と
新
規
に
ア
ワ
ビ
、

サ
ザ
エ
等
の
磯
資
源
の
増
大
を
図
る
た

め
、
タ
ー
ト
ル
ブ
ロ
ッ
ク
五
ト
ン
型

(
半
円
形
)
や
魚
礁
の
設
置
を
行
う
計

画
に
し
て
い
る
。

次
に
商
工
観
光
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
年
度
か
ら
白
滝
自
然
遊
歩
道
整
備
事

業
と
肱
川
水
系
リ
バ

1
サ
イ
ド
整
備
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

「
白
滝
滝
め
ぐ
り
自
然
遊
歩
道
整
備
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
遊
歩
道
・
橋
梁
等

の
施
設
整
備
を
、
「
小
浦
リ
パ

I
サ
イ

ド
・
ス
ポ
ー
ツ
パ

I
ク
整
備
」
に
つ
い

て
は
、
約
七
七
%
の
用
地
先
行
取
得
、

「
肱
川
あ
ら
し
展
望
公
闘
ル
l
ト
整
備

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
一
部
用
地
買
収

と
ル
l
ト
整
備
、
ま
た
、
「
沖
浦
さ
く

ら
の
道
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
道
路
整

備
等
を
計
画
ど
お
り
進
め
て
い
る
。

特
に
、
平
成
三
年
度
は
事
業
も
拡
大

し
、
形
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
が
、

方政回一一施

さ
く
ら
の
道
整
備
は
近
く
完
成
す
る
運

び
で
あ
り
、
二
年
度
に
完
成
の
長
浜
大

橋
の
全
面
的
な
塗
装
工
事
と
観
光
案
内

板
の
新
設
、
並
び
に
公
衆
用
ト
イ
レ
の

改
築
等
リ
パ

1
サ
イ
ド
整
備
に
ふ
さ
わ

し
い
各
事
業
が
計
画
的
に
展
開
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

今
後
に
お
い
て
は
、
い
か
に
町
の

P

R
を
し
て
知
名
度
を
上
げ
る
か
が
観
光

の
鍵
と
な
り
、
商
応
街
の
活
性
化
対
策

に
つ
い
て
も
、
農
林
業
の
皆
さ
ん
と
同

様
、
自
ら
の
活
路
を
見
い
だ
し
、
商
工

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
す
べ
て
の
相
乗

効
果
に
よ
り
、
期
待
で
き
る
基
盤
手
つ
く

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

潤
い
の
あ
る

環
境
づ
く
り

国
で
は
、
急
速
な
テ
ン
ポ
で
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
中
、
高
齢
者
保
健
福
祉

推
進
十
か
年
戦
略
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
l
の
十
万
人
体
制
の
確
立
を
目

指
し
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
老
人
福
祉
の

充
実
の
た
め
ホ

I
ム
ヘ
ル
パ

1
の
増
員

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
も
、
現
在
の
養

護
老
人
ホ

l
ム
を
適
地
に
移
転
改
築
し
、

広
域
的
な
特
別
養
護
老
人
ホ

1
ム
を
建

設
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
潤
い
と
安

ら
ぎ
の
あ
る
施
設
の
建
設
に
向
け
て
、

調
査
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
食
生
活

の
変
化
に
伴
い
、
増
加
傾
向
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
大
腸
癌
の
検
診
を
、
一
部
町

の
助
成
を
も
っ
て
導
入
す
る
な
ど
、
充

実
し
た
予
防
体
制
の
強
化
を
図
る
考
え

で
あ
る
。

生
活
環
境
面
で
は
、
大
洲
市
と
の
共

同
処
理
施
設
が
完
成
し
、
四
月
か
ら
稼

働
す
る
運
び
と
な
り
、
将
米
の
ご
み
需

要
に
十
分
対
応
で
き
る
と
思
う
。
し
か

し
、
不
燃
物
に
つ
い
て
は
、
処
理
施
設

の
老
朽
化
が
進
み
、
故
障
が
相
次
ぐ
状

況
に
あ
り
、
平
成
三
年
度
・
四
年
度
の

二
か
年
事
業
に
よ
り
、
処
理
体
制
の
整

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、

「
ご
み
を
作
ら
な
い
」
、
「
増
や
さ
な

い
」
と
い
う
生
活
の
工
夫
が
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
資
源
の
再
生
利
用
や
住
民

意
識
の
啓
発
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

文
化
の
薫
る

ま
ち
づ
く
り

「
美
し
い
人
情
と
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
、
教
育
文
化
活
動

を
進
め
て
い
る
が
、
民
間
主
導
に
よ
る

文
化
活
動
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
こ
で
、
文
化
的
視
点
を
取
り
入

れ
た
行
政
の
文
化
化
と
い
う
こ
と
か
ら
、

平
成
三
年
度
に
は
町
内
の
有
識
者
に
よ

る
文
化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
会
合

等
を
通
じ
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の

多
い
水
族
館
、
公
民
館
等
の
建
設
に
つ

い
て
、
ま
ず
、
水
族
館
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
年
度
か
ら
検
討
を
始
め
、
水
族

館
が
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
水
族
館
の

機
能
を
併
設
し
、
海
に
関
す
る
資
料
等

を
展
示
す
る
施
設
が
よ
い
の
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
の
方
に
検
討
を
お
願
い
し
、

皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
反
映
し
た
町
政
の

推
進
を
積
極
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
長
浜
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て

も
、
次
な
る
開
発
を
踏
ま
え
、
規
模
、

場
所
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
現
へ
の

準
備
を
進
め
て
行
き
た
い
。

文
化
講
演
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
年
度
か
ら
計
画
的
に
で
き
る
限

り
、
中
央
講
師
等
に
よ
る
文
化
講
演
会
、

文
化
庁
の
移
動
芸
術
祭
の
開
催
、
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
公
演
、
愛
媛
県
交

響
楽
団
の
演
奏
等
、
精
神
文
化
を
高
め
、

見
識
を
広
め
て
、
知
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

今
年
は
、
櫛
生
小
学
校
の
屋
内
運
動
場

の
建
設
を
行
い
、
学
校
教
育
は
も
と
よ

り
、
社
会
体
育
に
も
十
分
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
平
成
五
年
度
か

ら
パ
ソ
コ
ン
が
中
学
校
の
必
須
科
目
と

な
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
教
材
用
パ
ソ

コ
ン
を
各
学
校
に
計
画
的
に
導
入
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

社
会
教
育
課
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

生
涯
学
習
社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
三
年
度
を
準
備
期
間
と
し
て
、

社
会
教
育
課
の
設
置
、
並
び
に
職
員
配

置
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
に
移
行
で
き

る
体
制
の
整
備
を
図
り
た
い
。

河
辺
川
、
タ
ム

建
設
問
題

当
町
で
は
、
議
会
内
に
特
別
委
員
会

あ
る
い
は
、
行
政
側
に
も
ダ
ム
対
策
班

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
流
域
と
し
て

も
対
応
を
進
め
て
い
る
。
一
方
、
建
設

省
の
要
請
に
よ
る
二
回
の
勉
強
会
や
町

主
催
の
行
政
連
絡
会
、
長
浜
町
青
年
連

絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
ダ
ム
関
係
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
積
極
的
な
研
修
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
水
問
題
に
つ
い

て
は
、
自
然
環
境
、
農
林
水
産
業
は
も

と
よ
り
、
生
活
・
工
業
用
水
な
ど
に
影

響
し
な
い
か
と
大
変
懸
念
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
・
県
に
対
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
本
当
に
理
解
と
納
得
の
い
く

説
明
・
対
処
を
し
て
い
た
だ
き
、
理
解

す
べ
き
と
こ
ろ
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
川
の
歴
史
を
変
え
、
流
域

の
姿
を
変
え
る
事
に
な
っ
て
い
く
の
で
、

町
行
政
と
し
て
も
流
域
の
市
町
村
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Q

職
員
の

資
質
向
上

公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

全
力
で
職
務
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
が
あ
り
、
「
き
び
き
び
と
し

た
中
に
も
な
ご
や
か
な
対
応
を
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

実
感
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
惰
性
に

流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
職
員
各
自
が
喚

起
し
、
よ
り
よ
い
方
向
へ
と
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
の
一

月
に
は
、
約
二
十
項
目
に
わ
た
り
、
一

部
の
公
務
員
ら
し
か
ら
ぬ
職
員
の
た
め

に
全
体
が
誤
認
さ
れ
る
と
因
る
の
で
、

全
体
的
な
指
導
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

今
年
の
四
月
に
奉
職
す
る
職
員
、
平
成

二
年
度
に
採
用
し
た
職
員
に
は
、
野
犬

の
買
い
上
げ
、
ご
み
処
理
、
老
人
ホ
ー

ム
で
の
お
年
寄
り
の
お
世
話
、
各
区
長

さ
ん
へ
の
文
書
の
配
布
等
、
基
本
的
な

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
経
験
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

本
当
に
よ
い
行
政
環
境
の
町
政
を
醸
成

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
期
待
さ
れ
る

よ
う
な
役
場
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
し
。
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最
終
予
算
規
模

約
六
十
億
円

質
問
:
・
平
成
三
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
(
桜
田
和
夫
議
員
)

答
弁
:
平
成
三
年
度
当
初
予
算
の
最

終
予
算
規
模
は
、
約
六
十
億
円
の
見
込

み
で
あ
る
。
重
点
施
策
と
し
て
、
平
成

二
年
度
か
ら
組
み
込
ん
で
い
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
、
櫛
生
小
の

屋
内
運
動
場
、
拓
海
団
地
の
企
業
立
地

促
進
助
成
金
等
が
大
き
な
要
素
で
あ
る
。

新
し
い
項
目
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ

I
の
拡
充
費
、
社
会
福
祉
施
設
設
置

調
査
対
策
費
、
公
民
館
等
の
施
設
調
査

対
策
費
、
ま
た
、
河
辺
川
ダ
・
ム
調
査
対

策
費
等
を
計
上
し
て
い
る
。

三
年
度
か
ら

調
査
研
究
を
着
手

質
問
:
・
第
三
次
開
発
に
つ
い
て

(
桜
田
和
夫
議
員
)

答
弁
・
:
港
湾
整
備
に
つ
い
て
、
長
浜

港
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
第
八
次
港
湾

整
備
五
か
年
計
画
を
進
め
て
い
る
。
整

備
の
主
な
内
容
は
、
第
七
次
港
湾
整
備

を
引
き
続
き
行
い
、
港
湾
外
の
小
型
船

だ
ま
り
、
拓
海
地
区
の
公
共
岸
壁
、
新

規
に
沖
防
波
堤
を
平
成
四
年
度
か
ら
着

工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
次
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

の
振
興
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
、

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
町
民
の
快
適

な
生
活
環
境
を
創
造
す
る
と
い
う
も
の

で
、
す
で
に
整
備
中
の
県
営
工
区
の
小

型
船
だ
ま
り
と
環
境
緑
地
、
そ
れ
に
内

港
の
埋
め
立
て
地
を
有
効
利
用
し
た
新

し
い
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
号
つ
く
り
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
計
画
を
実

現
す
る
た
め
に
、
平
成
三
年
度
か
ら
四

年
度
に
か
け
て
、
年
次
別
の
施
設
の
整

備
、
事
業
区
分
、
財
政
計
画
等
の
調
査

研
究
に
着
手
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。拓

海
団
地
の
立
地
企
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
当
同
地
へ
進
出
し
た
企
業

は
二
十
五
社
で
、
こ
の
う
ち
操
業
を
開

始
し
た
企
業
は
十
二
社
で
あ
る
。
工
場

老
人
福
祉
施
設
の

移
転
改
築

質
問
・
:
総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
(
桜
田
和
夫
議
員
)

答
弁
・
:
現
在
の
養
護
老
人
ホ

1
ム
白

山
聞
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
立
地
条
件

等
建
設
中
の
企
業
は
二
社
、
未
着
土
は

十
一
社
あ
り
、
行
政
と
し
て
も
連
絡
を

密
に
と
り
、
早
期
立
地
操
業
に
向
け
て

行
政
指
導
を
強
く
進
め
て
い
き
た
い
。

老朽化が進む老人ホ ム白山園

等
も
悪
条
件
に
あ
る
た
め
、
白
滝
地
区

内
の
適
地
を
選
定
し
、
移
転
改
築
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
隣
接
地

に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
等
を
兼
備
し
た
、
特
別
養
護

老
人
ホ

i
ム
等
を
建
設
し
、
町
内
の
高

齢
者
福
相
の
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
規
模
構
造
等
に
つ
い
て
、

敷
地
面
積
は
約
一
万
二

O
o
o
d、
建

物
は
最
低
限
三
千
六

o
o
dぐ
ら
い
は

必
要
で
あ
り
、
大
規
模
で
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
見
合
っ
た
福
祉
施
設
を
と
、
考

え
て
い
る
。

長
高
を
思
う
心
を
育
て

強
力
に
指
導

質
問
:
・
長
浜
高
校
の
諸
問
題
に
つ
い

て
(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
・
:
生
徒
の
減
少
に
つ
い
て
、
現

着々と企業立地が進む拓海工業団地

在
の
長
浜
高
校
の
生
徒
は
二
百
七
十
六

人
で
、
制
服
や
学
用
品
、
食
料
品
の
ほ

と
ん
ど
は
、
長
浜
町
商
応
衝
を
利
用
し

て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
や
は
り
、

生
徒
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
商
応
街
や

町
の
活
性
化
に
も
大
き
く
影
響
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
町
と
し
て
も
、

多
く
の
生
徒
、
父
兄
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
頂
き
、
多
数
入
学
し
て
頂
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
の
最
善
の
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
が
、
よ
り
以
上
の
資
質
向
上
を
図

り
、
す
ば
ら
し
い
教
育
環
境
を
醸
成
す

る
こ
と
と
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け

れ
ば
解
決
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

今
後
は
、
小
、
中
、
高
の
連
絡
や
懇

談
を
密
に
し
、
長
高
を
思
う
心
を
育
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
一
人
で
も
多
く
の

生
徒
さ
ん
が
入
学
し
て
頂
け
る
よ
う
な

実
践
運
動
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
肝
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
で

き
る
だ
け
早
い
機
会
に
、
長
高
の
充
実

発
展
の
た
め
、

P
T
A
や
同
窓
会
、
関

係
す
る
皆
さ
ん
等
に
お
集
ま
り
頂
い
て
、

忌
俸
の
な
い
意
見
交
換
の
場
を
持
ち
、

将
来
に
備
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。答

弁
(
教
育
長
)
・
:
進
路
進
学
指
導

に
つ
い
て
は
、
長
浜
中
学
校
に
お
い
て

も
十
分
に
や
っ
て
頂
い
て
お
り
、
生
徒

一
人
一
人
の
能
力
に
応
じ
て
、
父
母
、

教
師
、
生
徒
の
三
一
者
懇
談
で
十
分
に
話

し
合
い
、
納
得
の
上
で
受
験
校
な
ど
を

決
定
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

町
と
し
て
も
、
小
、
中
、
高
の
連
絡

を
図
り
、
長
高
に
対
す
る
理
解
と
認
識

を
深
め
、
郷
土
の
高
校
へ
の
誇
り
と
尊

敬
の
念
を
持
た
す
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
こ
れ
を
実
行
し

て
い
る
。
今
後
は
な
お
一
一
層
、
幅
広
く

町
民
一
人
一
人
の
方
々
が
温
か
く
、
長

高
へ
の
愛
情
を
持
っ
て
守
り
育
て
て
い

く
方
向
に
、
教
育
委
員
会
も
強
力
に
指

導
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

誤
り
の
な
い

対
応
を

質
問
:
・
河
辺
川
ダ
ム
に
か
か
わ
る
中

予
分
水
問
題
に
つ
い
て
(
中
野
茂
明
議

員
)答

弁
:
・
新
局
面
を
迎
え
町
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
専
門
家
に
ま
と
め
て

頂
き
、
そ
の
時
点
で
皆
さ
ん
に
ご
相
談

し
、
誤
り
の
な
い
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

建
設
省
、
県
、
受
益
者
等
の
接
触
と

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
は
、

昭
和
六
十
一
年
の
五
月
十
日
に
、
河
辺

川
ダ
ム
建
設
推
進
協
議
会
か
ら
当
町
に

分水問題で心配される肱川
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対
し
協
力
要
詰
が
あ
り
、
そ
の
後
、
二

回
の
勉
強
会
を
建
設
省
側
の
要
請
に
よ
っ

て
開
催
し
て
い
る
。

上
水
・
工
業
用
水
取
水
の
河
川
管
理

者
認
可
に
つ
い
て
は
、
地
下
水
を
取
水

し
て
い
る
の
で
、
流
水
の
占
用
許
可
は

取
っ
て
い
な
い
。
上
水
道
に
つ
い
て
は
、

二
か
所
の
井
一
戸
を
設
置
し
て
お
り
、
河

川
法
の
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

土
地
の
占
用
許
可
を
受
け
で
い
る
。

道
路
機
能
の

向
上
を

一般質問・年金関係・お知らせ

質
問
・
:
道
路
改
良
と
交
通
問
題
に
つ

い
て
(
中
野
茂
明
議
員
)

答
弁
・
:
仁
久
か
ら
国
道
三
七
八
号
を

結
ぶ
道
路
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
車
両

の
大
型
化
・
交
通
の
増
加
に
よ
り
、
改

良
整
備
の
緊
要
度
も
高
く
な
る
こ
と
か

ら
、
視
距
離
や
幅
員
の
扶
少
な
区
間
を

局
部
改
良
し
、
道
路
機
能
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
県
に
一
一
層
働
き
か
け
た
い
。

町
設
置
の
街
灯
に
つ
い
て
は
、
交
通

安
全
、
犯
罪
の
防
止
、
商
出
振
興
の
た

め
に
、
町
内
約
九
百
か
所
に
設
置
し
て

い
る
が
、
今
後
も
危
険
な
場
所
に
つ
い

て
は
、
積
栴
的
に
設
置
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
信
号
機
に
つ
い
て
は
、

警
察
の
一
所
管
で
公
安
委
員
会
も
関
係
が

あ
り
、
交
通
量
の
多
い
場
所
や
危
険
場

所
に
つ
い
て
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
設

置
の
要
望
を
し
て
い
る
。
今
後
も
で
き

得
る
限
り
早
い
機
会
に
、
設
置
し
て
頂

け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

専
任
の
婦
人
指
導
員
の
健
保
に
つ
い

て
は
、
一
日
も
早
く
解
決
し
て
、
指
導

体
制
の
秀
実
を
図
り
、
指
導
員
の
育
成

に
努
め
て
い
き
た
い
左
考
え
て
い
る
。

戒
川
道
路
の
損
傷
に
つ
い
て
は
、
五

ト
八
年
度
か
ら
県
費
補
助
事
業
の
導
入

に
よ
り
改
良
し
て
い
た
が
、
六
十
一
年

度
か
ら
は
凶
庫
補
助
に
切
り
替
え
、
道

路
機
能
の
向
上
を
図
る
上
か
ら
、
改
良

か
所
を
田
ノ
湖
へ
移
し
て
、
改
良
促
進

を
桁
っ
て
い
る
。
ゴ
指
摘
の
損
傷
場
所

に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
投
入
か
所
の

変
更
に
よ
り
、
改
良
整
備
を
一
時
休
止

し
て
い
る
区
間
で
は
な
い
か
と
忠
う
。

今
後
は
、
被
災
か
所
の
復
旧
進
度
、
諸

要
因
を
勘
案
し
て
対
処
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

効
果
的
に
利
用
で
き
る

複
合
施
設

質
問
:
・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
(
巾

野
茂
明
議
員
)

答
弁
:
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
坊
と
し
て
、
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー

単
独
と
い
う
よ
り
、
例
え
ば
町
民
会
館

の
よ
う
に
住
民
の
皆
さ
ん
が
効
率
的
に

利
用
で
き
る
複
合
施
設
に
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
が
、
時
期
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
申
し
上
げ
る
段
階
に
至
っ

て
い
な
い
。

総
合
病
院
の
誘
致
や
建
設
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
医
療
機
闘
や
近
隣
に
お
け

る
総
合
病
院
の
現
状
、
ま
た
、
医
療
職

員
確
保
の
情
勢
等
を
考
慮
す
る
と
、
実

現
は
き
わ
め
て
難
し
い
課
題
と
考
え
て

い
る
。

若
者
の
定
住
化
の
出
広
助
成
金
、
育

児
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
し

て
い
る
が
、
す
で
に
こ
の
目
的
で
取
り

組
ん
で
い
る
開
発
事
業
が
働
く
場
所
づ

く
り
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
に
住
む
こ

と
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
旦
づ
く
り
と

い
っ
た
施
策
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

県
の
指
導
に
基
づ
き

対
処
し
て
い
く

質
問
・
:
原
子
力
発
電
所
の
事
故
防
止

を
図
る
上
か
ら
安
全
協
定
を
結
ぶ
考
え

は
な
い
か
(
西
宮
正
一
幸
議
員
)

答
弁
・
:
伊
方
原
子
力
発
電
所
の
協
定

に
つ
い
て
は
、
県
、
伊
方
町
、
四
国
電

h
H
の
二
一
者
で
安
全
協
定
を
結
び
、
安
全

確
保
と
環
境
保
全
に
つ
い
て
監
視
が
行

わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
県
と
四
国
電

力
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

田
町
レ
ベ
ル
で
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
伊

方
町
の
ほ
か
は
、
ど
の
市
町
村
と
も
安

全
協
定
は
結
ぼ
れ
て
い
な
い
。
当
町
に

つ
い
て
は
、
県
と
の
安
全
協
定
の
も
と

に
、
事
故
防
止
に
つ
い
て
十
分
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
県
に
お
い
て
は
、

例
年
関
係
機
関
等
に
よ
り
、
防
災
研
修

会
を
開
催
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
通
し
て
、
当
町
の
抱
え
る
心

配
等
を
進
言
し
た
い
と
考
え
て
い
る
c

ま
た
、
原
子
力
発
電
は
、
国
民
、
県
民

の
強
い
懸
念
の
中
で
、
国
・
県
。
電
力

等
に
お
い
て
、
真
剣
に
事
故
防
止
・
防

災
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、

県
等
の
指
導
の
も
と
に
対
処
し
て
い
き

た
い
。

災
害
復
旧
費
ほ
か

二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
、

一
一
一
千
七
百
八
十
四
万
九
千
円
が
減
額
補

正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
五
十
四
億
四

千
九
百
九
卜
八
万
一
千
円
と
な
り
ま
し

たに
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
道
は
、

次
の
通
り
で
す
。

{
総
務
費
一
財
産
管
理
と
し
て
、
拓
海

地
区
の
町
有
地
を
国
道
用
地
と
し
て
田
町

に
売
却
す
る
収
入
を
全
額
企
業
吹
地
奨

励
基
金
に
積
み
立
て
る
ほ
か
、
焚
学
基

金
積
立
金
、
公
車
購
入
費
等
を
合
わ
せ

て
七
千
百
六
十
七
万
三
千
円
。

{
災
害
復
旧
費
一
過
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
及
び
現
年
度
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
、
現
年
度
漁
港
施
設

災
害
復
旧
費
の
本
年
度
事
業
割
当
額
が

確
定
し
た
こ
と
か
ら
減
額
補
正
す
る
も

の
で
、
ム
n
わ
せ
て
一
億
三
千
六
百
四
十

八
万
一
一
千
円
。

議
員
報
酬
、
一
一
一
役

教
育
長
給
与
を
改
正

「
長
浜
町
議
会
議
買
等
の
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る

条
例
」
、
「
長
浜
町
長
、
助
役
、
収
入

役
給
与
条
例
」
、
「
長
浜
町
教
育
長
給

与
条
例
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
今
年

の
四
月
か
ら
報
酬
や
給
与
月
額
を
次
の

通
り
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
改
正
前
の
額

{
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
}
議
長
H
一一

十
二
万
五
千
円
(
二
十
一
万
四
千
川
)

V
副
議
長
H
卜
八
万
六
千
円
(
十
七
万

七
千
円
)

V
議
員
H
十
七
方
三
千
円

(
十
六
万
凹
千
円
)

{
町
三
投
}
町
長
H
六
十
七
万
一
千
円

(
六
十
三
一
万
九
千
円
)

V
助
役
H
五
十

四
万
九
千
円
(
五
十
二
万
三
千
円
)

V

収
入
役
H
五
十
万
九
千
円
(
四
十
八
万

五
千
円
)

{
教
育
長
一
四
十
八
万
円
(
四
十
五
万

七
千
円
)

特
別
職
・
教
委

農
委
の
報
酬
も
改
正

長
浜
町
特
別
職
職
員
、
同
教
育
委
員

会
委
員
、
同
農
業
委
員
会
委
員
等
の

「
報
酬
及
び
費
用
弁
償
」
の
一
部
を
そ

れ
ぞ
れ
改
正
し
て
、
今
年
の
四
月
一
日

か
ら
報
酬
額
を
次
の
通
り
改
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
(
)
内
は
改
正
前
の

額。一
監
査
委
員
報
酬
年
額
一
議
員
か
ら
選

任
ぎ
れ
た
委
員
日
二
十
万
二
千
円
(
十

九
万
五
千
円
)

V
学
職
経
験
委
員
H
二

十
四
万
四
千
円
(
一
一
十
一
三
一
万
五
千
円
)

{
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}

委
員
長
H
問
万
九
千
五
百
円
(
四
万
七

千
五
百
円
)

V

委
員

H
四
万
四
千
円

(
凹
万
一
一
千
五
百
円
)

一
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
委
員

長
打
二
十
六
万
円
(
一
十
五
万
一
千
円
)

マ
委
員
H
一
一
十
三
万
一
千
円
(
二
十
二

万
三
千
円
)

一
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
韻
}
会
長
H

一
卜
万
二
千
円
(
十
九
万
五
千
円
)

V

会
長
代
理
H
十
八
万
六
千
円
(
十
七
万

九
千
五
百
円
)

V
委
員

H
十
七
万
円

(
十
六
万
四
千
円
)
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新
し
い
事
業
や
、
特
に

寸
川
川
」
力
を
そ
そ
ぐ
事
業
、
前
年

二
時
町
二
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
大

=
土
寸
↑

二

J
J川
一
き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の

一
悦
一
な
ど
を
特
徴
と
し
、
ま
と

一
川
知
=
め
て
み
ま
し
た
。

一
色
L

一
一
文
中
の
%
は
、
前
年
度

「
1
1
L
当
初
予
算
と
の
比
較
。
一

般
会
計
の
目
的
別
費
目
別

総
額
の
(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
の

総
額
に
占
め
る
同
費
目
の
割
合
で
す
。

総務費

一
般
管
理
・
丈
書
・

広
報
・
有
線
放
送
電
制

話
・
財
産
管
理
・
企
は

画
・
事
務
連
絡
・
生
山

活

行

政

推

円

進
・
徴
税
・
特

戸

籍

住

民

拐

登
録
・
選
閉
山

挙

な

ど

に

川

使
う
お
金

の
こ
と

肱
川
あ
ら
し
展
望
公
園

ル
l
ト
整
備
事
業
な
ど
を
実
施

文
書
費
は
、
ワ
ー
プ
ロ
及
び
印
刷
機

等
の
リ

1
ス
料
百
一
一
十
六
万
円
。

広
報
広
聴
費
は
、
広
報
な
が
は
ま
発

一
般
行
政
経
費
は
、
特
別
な
も
の
を

除
き
、
抑
制
し
て
い
ま
す
が
、
「
里
づ

く
り
、
・
町
づ
く
り
・
心
づ
く
り
」
な

ど
住
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
及
び
産

業
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限

り
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
の
総
額
は
、
前
年

度
比
二

0
・
九
%
と
相
当
な
伸
び
に
な
っ

て
お
り
、
性
質
別
で
は
建
設
事
業
が
同

総
額
の
三
八
・
七
%
を
占
め
、
経
常
経

費
は
前
年
度
比
三
・
八
%
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

行
経
費
等
二
百
八
十
四
万
三
千
円
。

有
線
放
送
施
設
費
は
、
戒
川
・
足
山

駄
場
線
ほ
か
の
改
修
費
な
ど
。

財
産
管
理
費
で
は
、
庁
舎
な
ど
の
管

理
費
及
び
各
基
金
の
積
立
金
。

企
画
費
で
は
、
町
内
三
路
線
の
過
疎

パ
ス
補
助
金
五
百
八
十
五
万
円
。
離
島

航
路
補
助
金
と
し
て
長
浜

i
青
島
航
路

に
九
百
三
十
五
万
円
。

生
活
行
政
推
進
費
で
は
、
集
会
所
建

設
工
事
請
負
費
な
ど
。

町
手
つ
く
り
対
策
費
で
は
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
特
別
対
策
事
業
に
五
億
五
千
六

百
八
十
三
万
七
千
円
。
町
づ
く
り
委
員

会
補
助
金
一
二
百
十
五
万
円
。

電
算
管
理
費
で
は
、
電
算
機
器
リ
ー

ス
及
び
保
守
料
三
千
百
四
十
九
万
五
千

円。
選
挙
費
で
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
費
、

明
る
い
選
挙
推
進
費
な
ど
。

統
計
調
査
関
係
で
は
、
事
業
所
統
計

調
査
な
ど
に
必
要
な
経
費
九
十
六
万
三

引続き全科目の

経市経費を克直し

千 l

円|

平成3年度当初予算

平成 3年度の当初予算が、次の通り決

まりました。(%は前年度当初予算との

比較)

金に

の使助災 j 金国壬祉児福
こうな害主主・民 F-童祉老
とおど救 l美生年輩 母 福 . 人

6億2，043万5千円 (2.7%)

恥
W
V
費

時
溺
刷
出
生

野畏

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
増
員

老
人
福
祉
の
充
実
を

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
補
助
金
七
百
七
十
二
万
七
千
円
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
扶
助
費
に
一
千

[一般会計1
50億 4，169万 1千円 (20.9%増)

{国民健康保険特別会計I
9億 4，909万5千円 (6.6%増)

[国民健康保険直営診療所特別会計1
683万 1千 円 (10.4%減)

I港 湾 施 設 事 業 特 別 会 計1
1，329万6千円 (9.7%増)

【簡易水道事業特別会計1
5，333万円(1.4%増)

[住宅新築資金等貸付事業特別会計}

3，373万3千円(1.6%減)

[老人保健特別会計]

10億 7，283万円(1.5%減)

I土地 取得 特別 会計1
873万8千円(皆増)

[水道事業会計} 収益的収支予算

額2億 5，677万9千 円 資本的収入予定

額0円資本的支出予定額8，000万6千 円

[工業用水道事業会計】 収益的収支

予定額4，335万3千 円 資本的収入予定

額0円 資本的支出予定額1，419万5千 円

八
百
五
十
万
九
千
円
。
母
子
及
び
零
歳

児
医
療
扶
助
費
に
五
百
九
十
八
万
円
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
年

金
に
二
百
五
十
二
万
円
。
敬
老
会
関
係

に
五
百
七
十
三
万
一
千
円
。
老
人
ク
ラ

ブ
育
成
費
に
百
二
十
六
万
九
千
円
。
特

別
養
護
老
人
ホ

1
ム
負
担
金
と
し
て
百

十
七
万
五
千
円
。
老
人
保
健
特
別
会
計

繰
出
金
五
千
九
百
三
一
十
万
二
千
円
。
ま

た
、
本
年
度
も
継
続
し
て
高
齢
者
の
保

健
・
福
祉
・
医
療
等
に
係
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
に
調
整
推
進
す
る
た
め
、

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
総
合
調
整
推
進
事
業

を
実
施
し
、
老
人
福
祉
の
充
実
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
関
係
で
は
、
児
童
手
当
一

千
八
百
十
五
万
円
。
保
育
所
費
二
億
四

千
九
百
七
十
六
万
二
千
円
を
計
上
。

国
民
年
金
で
は
、
徴
収
手
数
料
な
ど

合
わ
せ
て
一
千
百
三
一
十
万
三
千
円
。

地
方
改
善
対
策
費
で
は
、
負
担
金
、

補
助
金
な
ど
合
わ
せ
て
一
千
三
百
六
十

二
万
二
千
円
。

こおに理ご害般衛
と 金使なみ防・生保

のうど処止公全佳

4億2，337万7千円(一18.5%)

費生
/~

偉I

大
腸
ガ
ン
検
診

生
活
排
水
対
策
費
な
ど

健
康
づ
く
り
事
業
は
、
成
人
病
検
診
、

ガ
ン
検
診
、
結
核
集
団
検
診
の
ほ
か
に
、

今
年
度
か
ら
大
腸
ガ
ン
検
診
を
加
え
た

委
託
料
に
一
千
百
二
十
八
万
七
千
円
。

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
、
健
康
教
育
等

地
域
に
出
向
く
事
業
を
充
実
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
、
必
要
経
費
を
増
額
計
上
。



健
康
づ
く
り
推
進
組
織
育
成
の
た
め
の

講
師
謝
礼
六
万
六
千
円
。

野
良
犬
捕
獲
器
購
入
費
十
一
万
四
千

円
の
ほ
か
不
用
犬
買
い
上
げ
費
等
。

母
子
保
健
衛
生
費
に
百
十
六
万
七
千

円。
豊
茂
、
櫛
生
、
出
海
の
各
診
療
所
関

係
経
費
は
総
額
六
千
五
百
九
十
九
万
七

千
円
。公

害
対
策
費
で
は
、
大
気
測
定
機
等

の
購
入
整
備
費
五
百
二
十
六
万
三
千
円
。

水
質
調
査
等
委
託
料
二
百
五
十
一
万
円
。

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質

汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
の
看
板
設
置
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
啓
発
、
意
識

農
業
・

器
開
林
業
・

業

漁

業

関

産

係

な

ど

水
に
使
、
っ

林

お

金

の

曲
展
こ
と

-7ー

魚
礁
設
置
な
ど

漁
場
の
整
備
を
実
施

農
業
委
員
会
費
は
、
農
業
者
の
地
位

向
上
と
農
用
地
の
有
効
利
用
推
進
の
た

め
の
委
員
会
活
動
費
及
び
、
農
地
調
整
、

農
地
の
利
用
増
進
な
ど
の
経
費
一
千
二

百
一
万
三
千
円
を
計
上
。

農
業
振
興
費
は
、
果
樹
生
産
の
向
上

を
図
る
た
め
、
特
殊
害
虫
防
除
事
業
費

な
ど
の
諸
事
業
を
継
続
的
に
行
う
た
め

に
要
す
る
補
助
金
や
各
種
協
議
会
の
負

担
金
な
ど
四
百
八
万
五
千
円
を
計
上
。

調
査
費
等
の
費
用
を
含
め
た
需
用
費
二

百
一
一
十
一
万
九
千
円
。

塵
芥
処
理
費
で
は
、
可
・
不
燃
物
・

粗
大
ご
み
収
集
業
務
、
乾
電
池
の
収
集

や
分
別
回
収
、
最
終
処
分
場
汚
水
処
理

施
設
水
質
調
査
等
の
委
託
料
に
一
千
八

百
三
十
九
万
二
千
円
。
大
洲
市
・
喜
多

郡
町
村
組
合
ご
み
処
理
施
設
特
別
会
計

負
担
金
に
瓦
千
二
百
八
十
四
万
三
千
円
。

役
場
内
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
費
等
に

五
十
万
円
。

大
洲
喜
多
衛
生
事
務
組
合
負
担
金
(
し

尿
処
理
)
は
二
千
百
六
十
五
万
三
千
円
。

国
保
特
別
会
計
、
国
保
直
診
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
に
五
千
六
十
三
万
円
。

6億6，165万2千円(-2.6%) 

林
業
振
興
費
は
、
新
規
事
業
と
し
て
、

椎
茸
生
産
技
術
の
向
上
と
消
費
拡
大
の

促
進
を
図
る
た
め
の
椎
茸
共
進
事
業
費

補
助
、
継
続
事
業
と
し
て
、
除
間
伐
促

進
事
業
並
び
に
杉
カ
ミ
キ
リ
等
被
害
木

伐
倒
駆
除
事
業
費
等
、
諸
事
業
に
要
す

る
補
助
金
七
百
二
十
一
万
五
千
円
。

基
盤
整
備
事
業
は
、
県
補
助
事
業
を

導
入
し
、
新
規
事
業
と
し
て
、
林
道
大

戸
i
樫
谷
支
線
開
設
事
業
費
補
助
、
継

続
事
業
と
し
て
、
叶
松

i
足
山
親
開
設

事
業
費
な
ど
一
千
三
百
五
十
九
万
円
を

計
上
。水

産
振
興
費
は
、
漁
業
の
振
興
を
図

る
た
め
の
漁
場
整
備
や
漁
業
資
源
の
増

殖
、
培
養
、
放
流
、
魚
礁
清
掃
事
業
等

の
補
助
金
一
千
百
五
十
六
万
円
を
計
上
。

ま
た
、
水
産
業
地
域
改
善
対
策
事
業
、

沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
で
、
築
い
そ

魚
礁
設
置
事
業
費
一
億
六
千
八
十
万
円

を
計
上
。

漁
港
関
係
は
、
櫛
生
漁
港
修
築
事
業

及
び
出
海
漁
港
局
部
改
良
事
業
等
と
各

漁
港
の
維
持
管
理
費
を
合
わ
せ
て
三
億

八
千
三
百
八
十
七
万
二
千
円
。

のうど施通理住防下港
こおに設安・宅 ~5J ?1S澄震
と金使な全交管¥一平 γ 町

県
道
・
町
道
の

改
良
舗
装
な
ど

町
道
は
国
庫
補
助
、
県
補
助
な
ど
を

活
用
し
て
改
良
舗
装
を
行
い
道
路
の
整

備
を
図
る
も
の
で
、
こ
の
う
ち
町
道
大

平
線
、
柿
ノ
久
保
線
、
黒
田
大
屋
線
は

国
庫
補
助
事
業
で
、
上
老
松
一
ノ
瀬
線

ほ
か
三
線
は
県
補
助
事
業
で
実
施
。
が

け
く
ず
れ
防
災
事
業
は
下
平
地
区
ほ
か

一
か
所
を
計
上
。

交
通
安
全
施
設
事
業
と
し
て
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
ヵ
l
ブ
ミ
ラ
l
設
置
費
な

ど
を
計
上
。

器時鴎事
災害 復 旧費

災
害
を
受
け
た

か
所
を
復
旧
す

る
た
め
に
使
う

お
金
の
こ
と

過
年
度
発
生
し
た
、
漁
港
施
設
災
害

復
旧
事
業
及
び
、
公
共
土
木
災
害
復
旧

事
業
の
経
費
一
億
八
千
四
百
三
十
三
万

円。

4億7，776万2千円 (9.3%)

教育費

学
校
教

育
・
社
会

教
育
の
全

般
に
使
、
つ

お
金
で
公

民
館
・
保

健
体
育
・

な
ど
の
費

用
も
含
ま

れ
ま
す

櫛
生
小
学
校

屋
内
運
動
場
を
建
設

新
規
事
業
と
し
て
、
櫛
生
小
学
校
屋

内
運
動
場
建
設
を
始
め
、
学
校
、
社
会

教
育
施
設
等
の
整
備
や
文
化
検
討
委
員

会
の
開
催
及
び
生
涯
学
習
の
推
進
に
要

す
る
経
費
な
ど
を
計
上
。

1億8，433万円 (21.0%)

.・〆て.r.・d

輯
商工費

のう係観工
こおに光業窃
と金使関工禾

9，697万4千円 (22.9%)

海
水
浴
場
の
シ
ャ
ワ
ー
室

等
補
修
費
な
ど

商
士
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
補
助

金
及
び
、
中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資

に
必
要
な
預
託
金
。
ま
た
観
光
費
は
、

県
の
補
助
事
業
を
導
入
し
、
白
滝
公
開

観
光
案
内
板
の
新
設
事
業
費
や
昨
年
の

台
風
に
よ
り
全
壊
し
た
海
水
浴
場
の
シ
ャ

ワ
ー
室
等
補
修
費
、
荷
路
灯
の
修
繕
費

及
び
公
園
の
維
持
管
理
な
ど
を
計
上
。

4億6，804万2千円 (80.9%)

議場→〕
消 防 費
金に災
のイ吏の防
こうた外こ
と お め 防

1億2，914万1千円
( -0.6%) 

防
火
水
槽
設
置
及
び
積
載
車
蔵
置
所

を
建
設
。
ま
た
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

購
入
費
を
計
上
。

金生命色
勢よ 4

議会費
こおにの会
と金使た運町

のうめ営 議

7，478万5千円 (9.7%)

総
額
で
九
・
七
%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。

札、
のイ吏のイ牛
こうた の 労
とおめ改働

金 に善条

201万9千円 (10.0%)

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
費
と
し
て
、

管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
百
九
十
一
万

九
千
円
を
計
上
。
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7億7，930万1千円
(11.3%) 

総
額
で
十
一
・
三
%
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

撃翠詮

あ
ら
か

じ
及
晋
っ

て
い
る
目

的
以
外
に

使
、
つ
お
金

予

の

こ

と

費備

総
額
で
九
・
一
%
多
く
な
っ
て
い
ま

す。

国民健康
保険

9億4，909万5千円

街
明
野

-Mq 

予
算
総
額
で
前
年
度
対
比
六
・
六
%

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
八
八
・

七
%
が
医
療
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
数
が
依
然
減
少
伺
向
に
あ

り
ま
す
が
、
医
療
技
術
の
高
度
化
等
に

よ
り
、
一
人
当
た
り
の
一
年
間
の
医
療

劃
は
一
般
被
保
険
者
(
老
人
該
当
者
を

除
く
)
で
前
年
度
よ
り
約
六
%
増
の
十

六
万
八
千
円
程
度
に
な
る
見
込
で
、
同

保
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
保
険
税
を
最
大
の
財
椋
と
し

て
運
営
す
る
凶
保
制
度
に
つ
い
て
一
層

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後

も
健
康
ま
つ
り
・
健
康
教
室
・
健
康
検
査
・

食
生
活
改
善
指
導
等
健
康
づ
く
り
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
、
健
全
な
国
保
運

営
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
り

1，513万9千円 (9.1%) 

回保直営
診療所(青島)

需
683万1千円

こ
の
会
計
は
、
青
島
診
療
所
の
運
営

経
費
で
あ
り
、
九
O
%
が
医
師
一
人
・

看
護
婦
一
人
の
人
件
費
等
に
な
っ
て
い

ま
す
。
当
該
診
療
所
で
は
、
受
診
者
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
診
療
収
入

の
増
加
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
単
年
度
亦
字
を
一
般
会
計
で
賄
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
保
健
指

導
等
の
充
実
に
努
め
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。老人保健

10億7，283万円

本
会
計
予
算
総
額
の
九
九
・
二
%
が

老
人
医
療
資
と
な
っ
て
い
ま
す
コ

国
保
加
入
者
の
内
、
老
人
医
療
該
当

者
は
、
二
二
・
六
%
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
老
人
一
人
当
た
り
の
医
療
費
も
医

療
技
術
が
高
炭
化
す
る
な
か
で
六
十
五

万
三
千
七
百
七
十
同
円
と
ま
す
ま
す
増

加
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
健

康
教
室
・
成
人
病
検
診
・
健
康
相
談
等
の

老
人
保
健
事
業
等
を
推
進
し
、
健
康
保

健
増
進
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

港湾施設事業

1，329万6千円

港
湾
施
設
管
理
の
た
め
、
一
千
三
百

二
十
九
万
六
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

住宅新築資金
等貸付事業

3，373万3千円

一
i 〆 J

1・Ir--¥
I ~ 114・1

本
年
度
は
住
宅
新
築
一
件
、
住
宅
改

修
一
件
、
宅
地
取
得
一
件
を
計
上
し
て

い
ま
す
。収

入
役
に

日
田
氏
を
再
選
住

長
浜
町
収

入
役
の
日
出

稲
生
氏
二
ハ

八
)
は
、
凹

月
一
日
で
任

期
満
了
と
な

る
た
め
、
同
氏
を
収
入
役
に
再
選
任
、

議
会
の
同
意
を
ぷ
め
た
結
果
、
満
場
一

簡易水道事業

5，333万円

簡
易
水
道
事
業
は
、
十
二
施
設
で
地

元
管
濯
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水道事業

(頭書の通り)

開

今
年
度
は
、
特
に
漏
水
の
発
見
に
努

め
有
収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

(頭書の通り)

用
業事

業
道

i
水

工
業
用
水
道
は
、
水
量
千
ト
ン
以
上

の
契
約
水
量
で
、
一

d
二
十
一
円
の
料

金
で
あ
り
、
将
来
需
要
の
増
大
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

民

致
で
同
意
さ
れ
、
収
入
役
に
決
ま
り
ま

し
た
。固

定
資
産
評
価
審
査
委
員

金
橋
通
朝
氏
を
再
選
任

三 2 橋審定
旦主通査資 i壬
ー~~委産浜
十はf，iJJ員評町
一、氏金価回

日
で
同
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
委
員
に
同
氏
を
再
選

任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
満

場
一
致
で
同
意
さ
れ
問
委
員
に
決
ま
り

ま
し
た
。

社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

訴
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
}
六
月
十
日
(
午
前
九
時
j

正

午
)
・
六
月
二
十
日
(
午
前
九
時
j
午

後
四
時
)

{
場
所
}
長
浜
町
商
士
会

家
内
労
働
句
間
(
5
月
幻
j
白
日
)

内
職
を
す
る
際
に
は

家
内
労
働
手
帳
が
必
要
で
す

委
託
者
の
皆
さ
ん
、
家
内
労
働
手
帳

を
渡
し
て
い
ま
す
か
?
家
内
労
働
者

の
皆
さ
ん
、
家
内
労
働
手
帳
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
か
?

5
月
幻
日
か
ら
白
日
ま
で
の
刊
日
問
、

家
内
労
働
法
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
家
内
労
働
句
聞
が
実
施
さ
れ
ま
す

0

ヶ
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
渡
し
て
い

ま
す
か
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
家
内

労
働
手
帳
/
」
で
す
。
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年
金
手
帳
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
f

年
金
手
帳
は
、
厚
生
年
金
、
国
民
年

金
に
は
じ
め
て
加
入
し
た
と
き
に
交
付

さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
は
、
加
入
制
度
ご
と
に

あ
な
た
だ
け
の
記
号
・
番
号
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
年
金
の
加
入
記
録
は
こ
の

記
号
番
号
で
す
べ
て
管
理
さ
れ
て
い
ま

す。
勤
め
先
が
変
わ
っ
た
場
合
で
も
、
最

初
に
交
付
さ
れ
た
年
金
手
帳
を
新
し
い

勤
務
先
に
提
出
し
、
一
生
の
間
一
冊
の

年
金
手
帳
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す。
年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
持
っ
て
い
る

と
き
ゃ
な
く
し
た
と
き
、
氏
名
が
変
わ
っ

た
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

年
金
を
受
け
る
ま
で
は
、
一
冊
の
年

平成2年度銃砲
刀劇O>登録について

園田回一衛生関係ほか

金
手
帳
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

四
月
か
ら
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆

さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

保
険
料
は
月
額
九
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制
度
や

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方

に
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
、
本
人
の
申
請
と

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
の
国

民
年
金
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

銃砲万剣類の登録鑑定を次のとおり実施しま

すから、すみやかに発見者(所有者)自身が銃

砲万剣類喜子持参し、登録手続をしてください。

時...毎月第3水曜日(祝日の場合は翌日)

万剣類(13: 00~16 ・ 00)

銃砲(15:00~16: 00) 

所・・・愛媛県生活文化センター

(松山市北持田町139-2 官 33-1369)

持参品...1.刀剣類発見届出荷証 2.当該銃砲

刀剣類 3.手数料 1件につき 4，500円

4.印鑑 5.身分証明書(運転免許証、

健康保 険証等)

意・・ー銃砲万剣類は発見時の状況のままで

持参のこと

照会先・・・県教育委員会 芸術・文化財室

宮 (0899)34 -3229 

日

場

注

寵麗罷器量彊覇鹿麗韓関

考えは地球規模で

めたのしらな暮台、民主
五五 行動は足元から

環境にやさしい商品については、エコマークという制度があるので、簡単に紹介し

ましょう。エコマークとは、生活の中で環境保全に配慮した行動を促し、環境保全意

識を高める仕組みとして、環境保全に役立つ商品に表示マークを付して、当該商品を

推奨する事業が、環境庁の指導・助言のもとに、 (財)日本環境協会によって進めら

れているものです。平成 2年10月末現在、 31品目 792商品がエコマーク商品の認定を

受けています。

このマークは商品の選択の際に、環境へ

の影響を考える一つの指標にできるでしょ

っ。

0例えば、整髪料、防水剤などのスプレー

製品を選ぶときには、特定フロンを使って

いない商品かどうかを確かめることが肝要

です。その場合、エコマークは特定フロン

を使っていない環境にやさしい商品として

の、一つの選択基準になりました。
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茂
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奈

子

(
大
和
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
下
由
美
澄

主

席

主

任

保

母

西

田

清

子

主

席

主

任

保

母

平

野

悦

子

主

任

保

母

清

水

郁

子

保

母

藤

本

八

千

代

保

母

小

川

好

恵

調

理

員

都

田

悦

子

(
喜
多
灘
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
大
成
節
子

主
席
主
任
保
母
木
之
本
律
子

主

任

保

母

佐

竹

千

恵

子

保

母

桐

田

美

和

(
豊
茂
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
山
本
コ
ト
エ

主
席
主
任
保
母
菊
地
さ
と
子

主

任

保

母

吉

岡

と

よ

子

主

任

保

母

戎

裕

子
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町職員人事異動

町
職
員
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で

(
)
内
は
旧
任
。
は
昇
任
昇
格

@
は
昇
任

一
課
長
級
}
@
総
務
課
長
・
高
橋
亮

(
経
済
課
長

)
O
開
発
課
長
・
西
田
孝

(
開
発
課
長
心
得
)
マ
税
務
課
長
・
石

住
武
俊
(
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
長
)
マ

税
務
課
参
事
・
渡
辺
敬
(
税
務
課
長
)

O
住
民
課
長
・
山
本
勝
延
(
建
設
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長

)
O経
済
課
長
・
上

満
治
雄
(
開
発
課
長
補
佐
兼
企
画
管
理

係
長
)
マ
経
済
課
主
幹
・
平
田
友
幸

(
経
済
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
商
工
観

光
係
長
)
O経
済
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
・

山
根
勇
一
(
経
済
課
長
補
佐
兼
農
林
水

産
係
長
)
マ
建
設
課
参
事
・
波
多
野
進

(
総
務
課
長

)
O水
道
課
長
s

佐
々
木

耳
目
一
(
建
設
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係

長
)
マ
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
長
・
矢
野

克
(
水
道
課
長
)
{
課
長
補
佐
級
}
O

総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
消
防
係
長
・
植

杉
岳
志
(
建
設
課
公
共
土
木
係
長
)
O

開
発
課
長
補
佐
兼
企
業
誘
致
係
長
・
西

岡
敏
博
(
開
発
課
企
業
誘
致
係
長
)
@

税
務
課
長
補
佐
兼
住
民
税
係
長
・
村
上

隆
志
(
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
住
民
税

係
長
)
マ
住
民
課
長
補
佐
兼
福
祉
施
設

係
長
・
下
回
健
一
二
(
教
育
課
長
補
佐
)

マ
住
民
課
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任
栄

養
士
・
大
橋
京
子
(
老
人
ホ

1
ム
白
山

国
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任
栄
養
士
)

マ
衛
生
課
長
補
佐
兼
衛
生
係
長
・
政
所

友
邦
(
住
民
課
長
補
佐
兼
福
祉
施
設
係

長
)
@
衛
生
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
・

久
保
博
昌
(
衛
生
課
事
務
専
門
員
兼
環

境
係
長
)
@
経
済
課
長
補
佐
兼
農
業
土

木
係
長
・
菊
地
洋
一
(
経
済
課
農
業
土

木
係
長

)
O経
済
課
事
務
専
門
員
兼
商

工
観
光
係
長
・
宇
都
宮
芳
文
(
教
育
課

学
校
教
育
係
長
)
@
建
設
課
長
補
佐
兼

用
地
係
長
・
上
田
富
喜
男
(
建
設
課
事

務
専
門
員
兼
港
務
所
長
)
命
建
設
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長
・
洲
尾
計
邦
(
総
務

課
事
務
専
門
員
兼
企
画
調
整
係
長
)
マ

建
設
課
港
務
所
長
・
西
本
幸
雄
(
衛
生

課
事
務
専
門
員
兼
衛
生
係
長
)
マ
水
道

課
長
補
佐
・
大
野
勇
(
税
務
課
長
補
佐

兼
固
定
資
産
税
係
長
)
マ
教
育
課
長
補

佐
・
叶
本
正
(
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務

消
防
係
長
)
マ
教
育
課
白
滝
公
民
館
、
王

事
・
新
田
道
夫
(
住
民
課
事
務
専
門
員

兼
住
民
係
長

)
O教
育
課
事
務
専
門
員

兼
社
会
教
育
係
長
・
菊
地
邦
求
(
教
育

課
社
会
教
育
係
長
)
{
係
長
組
]
マ
総

務
課
企
画
調
整
係
長
・
清
水
俊
三
(
水

道
課
庶
務
工
水
係
長
)
@
総
務
課
文
書

広
報
係
長
・
大
本
昭
裕
(
開
発
課
主
任

主
事

)
O総
務
課
電
算
係
長
・
窪
清
一

(
総
務
課
主
任
主
事
)
マ
総
務
課
主
査
・

宇
根
や
す
子
(
住
民
課
主
査

)
O総
務

課
主
査
・
西
山
健
市
(
総
務
課
主
任
主

事
)
O総
務
課
主
査
・
清
水
康
則
(
総

務
課
主
任
主
事

)
O総
務
課
主
査
・
三

浦
直
重
(
総
務
課
主
任
主
事
)
⑧
開
発

課
港
湾
整
備
係
長
・
岡
田
好
光
(
開
発

課
主
査

)
O開
発
課
企
画
管
理
係
長
・

久
保
文
章
(
開
発
課
主
任
主
事
)
マ
開

発
課
主
査
・
都
築
住
江
(
総
務
課
主
査
)

@
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
・
久
保
田

健
市
(
衛
生
課
主
査
)
マ
税
務
課
主
査
・

菊
池
恵
美
子
(
住
民
課
主
査

)
O税
務

課
主
査
・
三
秋
レ
イ
子
(
総
務
課
主
任

、
王
事
)
@
住
民
課
住
民
係
長
・
亀
田
稔

(
税
務
課
主
査

)
O住
民
課
年
金
係
長
・

垣
見
正
志
(
住
民
課
主
任
主
事
)
マ
住

民
課
主
査
・
大
本
み
つ
子
(
税
務
課
主

査

)
O住
民
課
主
査
・
土
地
末
子
(
税

務
課
主
任
主
事

)
O住
民
課
主
査
・
城

戸
広
美
(
開
発
課
主
任
主
事
)
@
衛
生

課
主
査
・
熊
本
真
弓
(
水
道
謀
主
任
主

事

)
O衛
生
課
主
席
主
任
保
健
婦
・
一

宮
和
子
(
衛
生
課
主
任
保
健
婦

)
O衛

生
課
主
席
主
任
保
健
婦
・
原
間
雅
子

(
衛
生
課
主
任
保
健
婦
)
@
経
済
課
農

林
水
産
係
長
・
浪
本
忠
則
(
経
済
課
主

査

)
O経
済
課
主
査
・
戎
徹
(
経
済

課
主
任
主
事
)
マ
建
設
課
都
市
計
画
係

長
・
重
松
直
博
(
総
務
課
文
書
広
報
係

長
)
@
建
設
課
公
共
土
木
係
長
・
三
一
秋

敦
司
(
総
務
課
主
査

)
O建
設
課
主
査
・

楠
野
茂
利
(
建
設
課
主
任
主
事
)
マ
建

設
課
港
務
所
主
査
・
坂
東
敏
幸
(
出
海

公
民
館
主
事
)
@
水
道
課
庶
務
工
水
係

長
・
一
宮
義
道
(
豊
茂
公
民
館
主
事
)

O
教
育
課
学
校
教
育
係
長
・
矢
野
上
和

雄
(
今
坊
公
民
館
主
事
)
マ
豊
茂
公
民

館
主
事
・
城
戸
茂
利
(
総
務
課
主
査
)

O
今
坊
公
民
館
主
事
・
松
岡
陽
規
(
衛

生
課
主
任
主
事
)
マ
@
大
和
公
民
館
主

事
・
稲
田
宏
(
税
務
課
主
任
主
事
)
O

老
人
ホ

1
ム
白
山
園
主
席
主
任
看
護
婦
・

平
田
由
美
子
(
老
人
ホ

1
ム
白
山
国
主

任
看
護
婦

)
O老
人
ホ
l
ム
白
山
国
主

査
・
大
野
良
子
(
老
人
ホ
l
ム
白
山
国

主
任
主
事

)
O老
人
ホ

l
ム
白
山
国
主

査
・
一
藤
豊
(
老
人
ホ

1
ム
白
山
園
主

任
主
事
)
{
主
任
主
事
級
}
マ
県
派
遣

企
業
振
興
課
・
藤
本
修
二
(
建
設
課
主

任
主
事
)
マ
税
務
課
主
任
主
事
・
森
内

雄
二
郎
(
経
済
課
主
任
主
事
)
マ
住
民

課
主
任
主
事
・
小
林
吉
安
(
中
央
公
民

館
主
事
)
マ
住
民
課
福
祉
施
設
係
・
矢

野
一
冗
朝
子
(
喜
多
灘
保
育
所

)
O水
道

課
主
任
主
事
・
稲
垣
美
恵
子
(
経
済
課

主
事
)
マ
中
央
公
民
館
主
事
・
久
井
一

(
住
民
課
主
任
主
事
)
{
主
事
級
}
マ

総
務
課
主
事
・
菊
地
敏
宏
(
住
民
課
主

事
)
O税
務
課
主
事
・
松
田
圭
司
(
税

務
課
主
事
補
)
マ
出
海
公
民
館
主
事
・

東
勝
浩
(
税
務
課
主
事
)
一
主
事
補

紐
}
衛
生
課
環
境
セ
ン
タ
ー
派
遣
・
山

根
治
彦
(
衛
生
課
主
事
補
)
マ
開
発
課

主
事
補
・
菊
地
孝
(
建
設
課
主
事
補
)

一
所
長
級
}
長
浜
保
育
所
事
務
専
門
員

兼
所
長
・
西
宮
幸
子
(
大
和
保
育
所
事

務
専
門
員
兼
所
長
)
マ
大
和
保
育
所
事

務
専
門
員
兼
所
長
・
下
回
美
澄
(
長
浜

保
育
所
事
務
専
門
員
兼
所
長

)
O沖
浦

保
育
所
事
務
専
門
員
兼
所
長
・
一
二
好
五

月
(
沖
浦
保
育
所
主
席
主
任
保
母

)
O

喜
多
灘
保
育
所
事
務
専
門
員
兼
所
長
・

大
成
節
子
(
喜
多
灘
保
育
所
主
席
主
任

保
母
)
{
主
席
主
任
保
母
級
一
白
滝
保

育
所
主
席
主
任
保
母
・
大
野
ギ
ン
子

(
長
浜
保
育
所
主
席
主
任
保
母
)
マ
沖

浦
保
育
所
主
席
主
任
保
母
・
矢
野
越
子

(
長
浜
保
育
所
主
席
主
任
保
母
)
マ
櫛

生
保
育
所
主
席
主
任
保
母
・
宮
岡
民
子

(
白
滝
保
育
所
主
席
主
任
保
母

)
O櫛

生
保
育
所
主
席
主
任
保
母
・
児
玉
智
代

(
出
海
保
育
所
主
任
保
母
)
マ
大
和
保

育
所
主
席
主
任
保
母
・
平
野
悦
子
(
櫛

生
保
育
所
主
席
主
任
保
母
)
マ
喜
多
灘

保
育
所
主
席
主
任
保
母
・
木
之
本
律
子

(
櫛
生
保
育
所
主
席
主
任
保
母

)
O
沖

浦
保
育
所
主
席
主
任
保
母
・
梶
本
幸
子

(
沖
浦
保
育
所
主
任
保
母

)
O櫛
生
保

育
所
主
席
主
任
保
母
・
西
山
み
ち
子

(
櫛
生
保
育
所
主
任
保
母

)
O出
海
保

育
所
主
席
主
任
保
母
・
鈴
木
佳
代
子

(
出
海
保
育
所
主
任
保
母
)
{
主
任
保

母
親
一
長
浜
保
育
所
・
横
山
典
子
(
喜

多
灘
保
育
所
)
マ
出
海
保
育
所
・
白
石

玉
子
(
大
和
保
育
所
)
マ
大
和
保
育
所
・

清
水
郁
子
(
出
海
保
育
所
)
マ
豊
茂
保

育
所
・
戎
裕
子
(
白
滝
保
育
所
)
{
保

母
級
一
長
浜
保
育
所
・
山
西
千
恵
(
櫛

生
保
育
所
)
マ
沖
浦
保
育
所
・
谷
田
佳

織
(
長
浜
保
育
所
)
{
主
任
調
理
員
}

O
長
浜
保
育
所
・
岡
崎
美
智
子
(
大
和

保
育
所

)
O櫛
生
保
育
所
・
笹
本
直
江

(
長
浜
保
育
所
)
{
調
理
員
}
白
滝
保

育
所
・
浪
本
満
子
(
沖
浦
保
育
所
)
マ

大
和
保
育
所
・
都
田
悦
子
(
豊
茂
保
育

所
)一

主
査
級
一

O
豊
茂
診
療
所
主
席
主
任

看
護
婦
・
坂
田
嘉
代
(
豊
茂
診
療
所
主

任
看
護
婦

)
O櫛
生
診
療
所
主
席
主
任

看
護
婦
・
宝
生
房
子
(
櫛
生
診
療
所
主

任
看
護
婦
)よ

ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
u

総
務
課
庶
務
消
防
係
・
東
順
子
マ
税
務

課
固
定
資
産
係
・
井
上
朋
昭
マ
衛
生
課



-13ー

月 日 当直医院 電話番号

5/19 米 川医院 52-0165 

5/26 岡 田医院 52-0639 

6/2 菊 地医院 52-0209 

6/9 門屋医院 52-0202 

6/16 石 村医院 52-0275 

6/23 清水 医院 52-2883 

[診療]救急患者の方のみ

[受付]午前10: OO~午後 5 : 00 

闇原則として往診は致しません。

小育マ 山環
川所白 本 境
女子 i竜 ーイ系
恵中保郎

川音 マ加
加所長相

季走車芝
マ岡育王子
大邦所主主
和子・ i果
保マ井 治
育出上器
所海 美係

f呆非己

H

お
世
話
に

な
り
ま
し
た

f
u

住
民
課
長
・
藤
沢
豊
彦
マ
水
道
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
・
大
元
宗
一
マ
衛
生
課
長

補
佐
・
平
田
豊
子
マ
白
滝
公
民
館
、
王
事
・

窪
憲
一
一
〉
総
務
課
主
査
・
成
田
信
重
マ

沖
浦
保
育
所
事
務
専
門
員
兼
所
長
・
玉

井
徳
美
マ
喜
多
灘
保
育
所
事
務
専
門
員

兼
所
長
・
池
田
ス
ミ
コ
マ
老
人
ホ

1
ム

一一一一一当直医院 a まちづくり・お知らせ

臨塵直言語

白
山
闇
調
理
主
任
・
永
木
喜
美
子
マ
長

浜
中
学
校
用
務
員
・
中
谷
ト
リ
エ

生
涯
学
期
圏
情
報

シ
ス
テ
ム
の
ご
寮
内

ー
よ
り
充
実
し
た
人
生
を

送
る
た
め
に
j

長
浜
町
で
は
、
「
よ
り
高
い
文
化
と

教
養
に
満
ち
た
生
活
」
を
享
受
し
て
い

た
だ
け
る
学
習
社
会
の
実
現
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
皆
さ
ん
の
学

習
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
中
央
公

民
館
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、

い
ろ
い
ろ
な
学
習
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

{
日
時
}
月
曜
日
j
金
曜
日
(
午
前
九

時

i
午
後
四
時
、
祭
日
等
は
除
く
)

一
内
容
}
学
習
機
会
、
指
導
者
、
団
体
・

サ
ー
ク
ル
、
教
材
、
施
設
、
資
格
等
の

情
報{

お
問
い
合
わ
せ
}
長
浜
町
中
央
公
民

館
宮
五
二
一
一
一
一
(
有
娘
一
二

六
一
)

+
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 
*
 

*
 

た

。

*

生
徒
た
ち
は
、
ま
た
木
を
植
え
ま
い
…

し
た
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
、
昭
和
山
市

キ*

三

十

年

春

、

四

十

九

個

の

小

さ

な

実

十

十

一

一

を

つ

け

た

の

で

す

。

秋

に

な

り

収

穫

巾

*

も

近

づ

い

て

き

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

木

村

長

野

県

を

縦

断

す

る

天

竜

川

沿

い

り

ん

ご

の

実

は

十

個

減

り

、

ま

た

十

件

*

に

、

人

口

九

万

余

り

の

飯

田

市

が

あ

個

減

り

と

、

と

う

と

う

最

後

は

、

た

っ

*

料

り

ま

す

。

た

五

個

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

料

巾

い

ま

、

こ

の

ま

ち

を

訪

れ

る

人

は

、

心

な

い

だ

れ

か

が

、

盗

み

と

っ

た

*

*
 

恥

ま

ず

美

し

く

続

く

り

ん

ご

並

木

に

日

の

で

し

た

。

*

村

を

奪

わ

れ

る

は

ず

で

す

。

そ

し

て

、

し

か

し

n

り
ん
ご
の
実
を
と
ら
な
咋

*

朝

夕

に

、

ほ

う

き

を

持

っ

た

中

学

生

い

、

美

し

い

心

を

も

っ

市

民

が

た

く

恥

料

た

ち

が

、

街

路

の

清

掃

を

罰

醐

輔

さ

ん

住

む

ま

ち

を

つ

く

り

た

い

u

巾

*

し

て

い

る

姿

に

び

っ

く

り

醸

鞘

盤

生

徒

た

ち

の

人

を

信

頼

す

る

誠

実

*

付

す

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

翻

騒

な

心

と

活

動

は

、

し

っ

か

と

受

け

継

村

山

叩

こ

れ

に

は

、

次

の

よ

う

な

騨

揖

髄

が

れ

て

い

き

ま

*

判

小

さ

な

物

語

が

秘

め

ら

れ

醤

受

け

継

が

れ

て

い

る

し

た

o

い
ま
、
村

斗

て

い

る

の

で

す

。

購

髄

醐

飯

田

市

の

大

通

山

市

料

轟

人

を

書

類

す

る

心

と

苦

動

り

の

真

ん

中

に

、

料

*

ま

ち

の

璽

謹

J
J
吋を
d
1
4事
何
回
程
4

3

4

2

J

a

e
司

EE--

ka

霞
酷
醐

4

1

4

a

可
園
|
;
約
四
百
メ

1
ト

巾

体

復

興

に

子

供

醸

鑑

生

徒

が

り

ん

ご

栽

培

の

ル

、

り

ん

ご

並

木

は

、

三

十

余

年

の

市

料

た

ち

が

動

く

曜

研

究

と

育

成

こ

着

手

風

雪

に

耐

え

て

ど

っ

し

り

と

立

ち

並

料

軍
轟

l

ん
で
い
ま
す
。

料

戦

後

の

混

乱

が

ま

だ

さ

親

離

そ

れ

で

も

生

徒

た

ち

は

あ

き

ら

め

ず

、

そ

し

て

い

ま

で

は

、

り

ん

ご

を

盗

料

暗
め
や
ら
ぬ
昭
和
二
十
一
年
、
麗
瞳
闘
再
度
の
陳
情
で
、
と
う
と
う
助
役
の
心
む
者
は
だ
れ
一
人
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
*

恥

そ

し

て

二

十

二

年

と

、

飯

田

市

は

大

を

と

ら

え

た

の

で

す

。

た

わ

わ

に

実

る

り

ん

ご

は

、

こ

の

ま

わ

付
火
に
見
舞
わ
れ
、
市
街
地
の
約
八
割
さ
っ
そ
く
生
徒
た
ち
の
手
で
緑
化
部
ち
に
住
む
人
々
に
、
ふ
る
さ
と
を
愛
付

*
を
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
c

が
つ
く
ら
れ
、
り
ん
ご
の
栽
培
の
研
究
し
、
お
互
い
を
信
じ
合
う
こ
と
の
尊
恥

料
そ
こ
で
、
市
は
、
今
後
の
火
災
の
事
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
苗
木
の
育
成
に
取
さ
を
、
無
言
の
う
ち
に
語
り
か
け
て
料

*

態

に

備

え

て

、

市

街

地

を

東

西

南

北

り

組

み

ま

し

た

。

そ

し

て

一

年

後

、

四

い

る

よ

う

で

す

。

*

叫
に
貫
く
幅
一
一
十
五
メ
ー
ト
ル
の
広
い
十
本
の
り
ん
ご
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

?
1
K
M斗村

山

市

道

路

を

つ

く

り

ま

し

た

。

生

徒

た

ち

は

交

代

で

、

雨

の

日

も

嵐

の

附

rih
仙

噛

州

地

許

円

以

*

io--や・
I
J
H
f
h
H
-
M十

斗

総

*

和
ま
ち
の
復
興
に
、
一
生
懸
命
に
立
日
も
、
り
ん
ご
並
木
の

w

お
守
り
u

を

掘

¥

て

一

川

ヴ

高

*

時
ち
向
か
う
大
人
た
ち
の
姿
は
、
子
供
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
り
ん
ご
の
木
一
¥
バ

1糊
都
供
船
型
内
J

i

*

ω
d
a臨
馳

畑

町

ノ

川

*

ネ

た

ち

の

心

を

知

ら

ず

知

ら

ず

の

う

ち

は

二

十

本

し

か

生

き

延

び

ま

せ

ん

で

し

託

制

j
i…
押

:

*

*

小

i
印
ん
綴
判
。
-
J

同
時
酔
白
+
*

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
ネ
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

NO.18 

日
本
ふ
る
さ
と
塾
主
宰
・
萩
原

茂
裕

に
動
か
し
ま
し
た
。
飯
田
市
に
あ
る
東

中
学
校
の
生
徒
た
ち
も
、
自
分
た
ち
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
「
街
路
樹
に
り
ん
ご
の
木
を
植

え
よ
う
」
学
友
会
(
生
徒
会
)
で
、
意

見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
学
校
側
で
も

賛
成
し
、
生
徒
た
ち
は
、
市
役
所
に
陳

情
に
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
中
学

生
の
手
で
は
不
可
能
だ
」
な
ど
の
理
由

で
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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き
れ
い
に
咲
い
た
よ
!

j
ン
ル
バ

i
会
の
花
づ
く
り

i

円
〕門

一
]

四
月
十
六
日
、
長
室
栽
同
好
会
の
ン
ル
パ

l
会
(
島
田
口

梅
次
郎
会
長
)
に
よ
る
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
行
わ
れ
た
。
日

こ
れ
は
、
会
員
の
親
B

父
を

円
〕

深
め
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

円
]

し
て
花
・
野
菜
・
果
物
を
つ

門
〕

く
り
、
で
き
た
も
の
を
ま
ち

づ

く

り

に

役

立

て

よ

う

と

、

ロ

活

動

を

行

っ

て

い

る

も

の

で

、

口

き
れ
い
に
咲
い
た
チ
ュ

1
リ

ッ

口

プ
を

0

フ
ラ
ン
タ

l
に

入

れ

、

口

老
人
ホ

l
ム

、

警

察

、

役

場

、

口

郵
便
局
の
各
施
設
に
設
置

L

口

た。こ
れ
か
ら
も
、
柁
い
っ
ぱ
い

の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
も
の

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

感謝をこめてきれいに/

~ポスト愛護週間~

四
月
十
九
日
、
長
浜
保
育

所
の
園
児
ら
に
よ
る
、
ポ
ス

ト
清
掃
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
ポ
ス
ト
愛
護
週
間
に
ち
な
ん
で
、

園
児
ら
に
幼
い
こ
ろ
か
ら
ポ
ス
ト
の
役
割
と

大
切
さ
を
教
え
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

切
手
販
売
員
、
中
所
長
浜
郵
便
局
長
、
同
職

員
ら
約
一
一
一
十
人
が
参
加
し
た
。

双子の春蘭発見/

~沖浦の垣見さん~

沖
浦
の
垣
見
節
子
さ
ん
宅
で
、
瓦
子

の
春
樹
が
発
見
さ
れ
た
c

春
闘
は
、
ラ

ン
科
の
常
緑
多
年
草
で
、
早
春
に
淡
黄

緑
の
花
を
一
個
つ
け
る
の
が
一
般
的
で
、

こ
の
よ
ザ
繭
は
、
一
つ
の
茎
か
ら
一
一
つ
の

花
が
咲
い
た
と
い
う
珍
し
い
も
の
。
初

め
て
の
双
子
の
春
蘭
に
、
垣
見
さ
ん

「
十
九
十
せ
が
や
っ
て
く
る
の
で
は
?
:
・
い

い
予
感
!
」
と
喜
ん
で
い
た
。

!J 

」与K6
逓
信
記
念
式
典

l
長
浜
郵
便
局
i

口口口口口口口口口口口口口口

四
月
一
十
二
日
、
長
浜
郵
便
局
で
第
五
十
八
回
逓
信
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
上
田
町
長
、
郵
便
局
関
係
者
ら
約
三

十
人
が
出
附
し
た
。
式
で
は
、
中
西
局
長
、
上
田
町
畏
の

祝
辞
の
あ
と
、
郵
便
業
務
に
多
大
の
功
績
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
古
宅
米
盛

(
大
洲
市
)
さ
ん
と
和

田
登
代
子
(
大
洲
市
)

さ
ん
が
長
浜
郵
便
局
次

長
彰
の
表
彰
を
受
け
た
。

ま
た
、
こ
の
記
念
日

に
上
田
町
長
が
一
日
日

長
を
努
め
、
業
務
内
一
谷

の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

局
内
を
辺
慌
し
た
。

直

E
E
昼

柴
俳
句
グ
ル
ー
プ

寒
の
水
曲
置
に
氷
車
は
ず
む
音

徳

田

静

子

納
骨
の
そ
の
奥
暗
く
粉
雪
舞
う

小

西

か

め

子

ケ
ケ
ケ
キ
ョ
と
幼
き
初
也
岡
市
エ
笑
う

柴
中
年
八
木

卵
子
酒
呑
ん
で
追
い
出
す
風
邪
の
神

坂

井

良

恵

弥
生
月
亡
夫
と
語
り
て
墓
掃
除

窪

美

恵

子

こ
み
合
、
っ
て
惣
観
音
に
初
祈
願

清

水

よ

し

子

特
老 例

一人主
部医言
負号 Z
望文 2
減 i先入
額時へ

六
月
か
ら
の
入
院
に
つ
い
て
、
入
院

時
一
部
負
担
金
の
減
額
認
定
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
役
場
衛
生
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
の
開
始
臼
は
、
申
請
し
た
日
の

属
す
る
月
の
初
日
か
ら
に
な
り
ま
す
c

六
月
に
入
院
さ
れ
た
場
介
は
、
六
月
中

に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
で
す
。

川
老
齢
福
祉
年
金
小
を
受
け
て
い
る
人
。

凶
老
齢
伺
社
年
盆
受
給
者
の
属
す
る

世
帯
で
、
生
計
に
要
す
る
費
用
を
負
担

し
て
い
る
人
一
世
帯
主
に
限
ら
ず
、
所

得
金
額
、
課
税
の
扶
養
控
除
、
健
康
保

健
の
扶
養
等
か
ら
町
が
生
計
維
持
者
と

元
朝
や
当
番
看
護
婦
声
や
さ
し

故

井

喜

久

子

鋼
の
午
牛
飼
が
撫
ず
初
詣林

定

子

凶
干
の
む
し
ろ
小
径
を
ふ
さ
ぎ
け
り

新

満

穂

し
が
ら
み
を
捨
て
、
忘
れ
て
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
こ

都
築

子

認
定
し
た
者
)
が
町
民
税
を
課
せ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
。

中
小
手
続
き
に
必
要
な
も
の
マ
国
民
年

金
証
書
マ
健
康
子
帳
、
被
保
険
者
証
マ

印
鑑医

盛
時
費
受
給
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
母
子
家
庭

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
交
給
者
証

(
身
体
障
害
者
了
二
級
)
、
母
子
家
庭

医
療
費
受
給
者
証
の
い
ず
れ
も
、
七
月

一
日
か
ら
新
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
川
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は
、

六
月
一
二
十
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

℃
、
町
で
は
六
月
下
旬
に
新
し
い
受
給

者
証
と
取
り
替
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
日
時
、
場
所
等
は
回
覧
で
連
絡
し

ま
す
の
で
、
該
当
者
は
そ
れ
に
基
づ
い

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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F歳です。お知らせ・ふるさとめぐり

独
居
老
人
の
家
庭
に

高
齢
者
家
庭
相
談
員

を
派
遣

町
で
は
、
独
居
老
人
の
不
測
の
災
禍

を
防
止
し
、
孤
独
感
を
解
消
す
る
た
め
、

独
居
老
人
の
家
庭
に
高
齢
者
家
庭
相
談

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
家
庭
相
談
員
は
、
担
当
地
医

の
独
居
老
人
を
訪
問
し
て
、
山
市
に
そ
の

実
惑
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
生
活
相

談
、
身
上
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
指
導
・

水
道
は
、
私
た
ち
の
生
前
に
欠

か
せ
な
い
か
命
の
水
u

で
す
り
六

月
一
日
か
ら
始
ま
る
「
水
道
週
間
一

を
機
会
に
、
改
め
て
水
道
の
大
切

さ
を
見
直
し
、
上
手
な
使
い
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
白
滝
}
熊
野

一
戒
川
}
蔵
回

一
柴
}
三
秋

擁
護
ヰ
会
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
二
十
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
比
甘
さ
ん

施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
と
と
も
に

-uw
の
人
権
思
想
の
件
発
に

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

人
権
の
番
人
の
機
闘
が
誕
生
し
た
の
で
管
さ
ん
の
中
で
人
権
を
便
さ
れ
た
り
、

す
の
と
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
慢
き
れ
そ
う
に
な
っ
た
方
は
、
お
近
く

ま
り
で
す
υ

の
人
権
擁
護
委
員
、
ま
た
は
法
務
局
、

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き
て
行
あ
る
い
は
そ
の
支
局
に
お
気
軒
に
ご
相

く
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
白
訟
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
物

児
童
手
当
、
特
例
給
付
の
支
給
を
受
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
c

け
て
い
る
方
は
、
六
月
中
に
「
現
況
届
」
な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

を

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

せ

ん

。

つ

ま

り

人

権

は

共

存

す

る

も

の

の

方

々

で

す

。

受
給
の
資
格
が
あ
っ
て
も
「
現
況
届
」
な
の
で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
出
海
平
田
三
盛
(
宮
日

1
0
1
2
0
)

の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
と
、
六
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
柴
士
居
孝
章
(
宮
出

1
0
0
0
2
)

月

分

か

ら

の

手

当

が

、

受

け

ら

れ

な

く

ち

の

願

い

で

す

。

長

浜

黒

田

進

(

宮

臼

|
0
3
6
9
)

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
六
下
須
戒
菅
幸
子

(
E
日
1
0
2
6
4
)

下

さ

い

。

『

I
l
l
-
I
l
l
i
-
-
l
i
!
l
i
l
i
-
-
B
i
l
l
i
-
-
1
1
!
i
!
1
1
」

{
届
出
期
間
一
六
月
一
日
か
ら
六
月
一
二
'

十

日

ま

で

一

ふ

る

さ

と

め

ぐ

h
(観
光

編

)

↑

一
届
出
場
所
一
役
場
住
民
課
又
は
各
連
一

c
I
〈

l
d

一

大

六

月

中

の

届

出

を

お

忘

れ

な

く

一

;

絡

所

一

日

本

エ

ビ

、

不

園

一

一

前

ネ

島

趣

人

入

ノ

当

や

え

日

彩

一

人

権

を

擁

護

し

見

守

る

髪

一

¥

審

議

留

守

ピ

j

ムク、増
o
X
種
叫

o
一

一川州刑刊し

~i…
一

輪

山

ゆ

由

工

徳

川

日

そ

テ

て

に

す

|

∞

花

す

一

・

町

ゾ

綾

睡

眠

理

F

L

一

三

、

附
人
権
擁
護
重
量
減
一
品
麟
針
J
J
M
J
M
L
詰
r
k
m
t
一

一

議

藩

盟

ぺ

一

さ

か

大

た

し

パ

を

の

有

力

努

優

て

一

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
一
号
い

y一
一

一

鴻

鑓

口

つ

美

し

ぜ

の

良

町

も

に

、

い

れ

一

一

ぞ

み

計

十

十

¥

て

山

容

水

き

奄

集

U

ん

改

は

に

旬

黄

し

ば

一

か

。

六

月

一

日

は

、

人

権

擁

護

委

員

法

一

法

論

錨

?

?

け

は

て

λ

、
で
的
上
、
美
喜
一

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
c

一

》

ぺ

沢

M
Rれ

れ

し

今

界

月

白

、

に

一

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
一
一
L
¥吟

幾

三

須

ご

七

り

さ

け

用

ら

世

5

、
は
客
一

た

時

、

何

よ

り

も

ま

ず

同

氏

の

基

本

的

一

ペ

吋

〆

ふ

旦

わ

情

と

応

か

ず

ら

れ

内

三

一

ま

時

μ
'
弘

ォ

伊

ま

栽

を

に

ネ

ら

か

さ

間

観

一

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
一
臨
時
伊
一

J

，i
問

ら

、

き

で

の

不

ピ

な

旬

催

で

る

一

が

強

く

求

め

ら

れ

、

基

本

的

人

権

の

尊

¥

三

一

¥

い

ね

せ

ち

広

中

も

ビ

エ

み

下

問

ね

れ

一

重

を

基

調

と

し

た

日

本

同

憲

法

が

制

定

一

、

ー

摂

び

魅

持

を

の

い

エ

の

の

月

が

ぴ

訪

一

山ば一一酔砂川ト

γ

え

に

を

田

林

し

を

類

本

4
」
え
、
一

さ

れ

ま

し

た

。

一

時

鵬

鮫

蹴

の

ん

味

全

杉

美

↑

種

目

年

展

の

て

一

こ

の

よ

、

つ

な

背

景

の

下

に

、

昭

和

二

一

」

〈

)

醤

轟

こ

ら

興

ど

で

り

ジ

5

、
毎
ね
株
れ
一

十

一

一

一

年

に

ま

ず

政

令

に

基

づ

い

て

人

権

「

十

一

十

洋

に

な

味

よ

口

初

し

び

い

じ

章
(
密
日
『

0
4
5
2
)

敏
雄
(
岱
U
A
0
3
5
7
一

俊
雄
(
密
日

0
5
2
2
)

「
現
涜
窟
」

六
月
中
に
届
け
出
を
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(有)岸本印刷t
 

口
仙
叩

n
H
ド

にい

「

a
i
l
-
-
l
:
1
1

一

一
土
曜
閉
庁
@
一

一

お

知

ら

一

宮

↑

一
大
洲
市
-
喜
多
郡
一

一

一

斉

に

六

月

か

ら

一

↑
今
年
六
月
一
日
か
ら
毎
月
第
二
・
一

一
第
四
土
曜
日
を
閉
庁
(
業
務
を
し
一

一

な

い

日

)

と

い

た

し

ま

す

。

一

一
閉
庁
日
は
、
窓
口
業
務
も
閉
じ
一

戸
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
日
曜
日
一

一
や
祝
祭
臼
と
同
じ
よ
う
に
日
直
者
一

一
を
待
機
さ
せ
、
緊
急
を
要
す
る
場
一

一
合
等
に
対
応
さ
せ
る
態
勢
を
整
え
一

一
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
c

一

一
た
だ
し
、
住
民
票
や
各
証
明
書
一

-
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
一

一

了

承

く

だ

さ

い

。

一

一
*
な
お
、
保
育
所
・
図
書
館
・
高
一

一
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
-
一

一
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
一

一
ど
お
り
の
取
扱
い
を
い
た
し
ま
す
。
一

一
町
民
の
皆
さ
ん
の
こ
理
解
ご
協
一

一

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

一

「
i
i圃・
1
1
0置

1
1・E
l
i
z
-
-
z
1
1
2
1
1』

平成 3年 5月10日発行平成 3年 5月号広 報ながはま

一

一

轍

醸

棄

物

処

理

業

の

許
可
制
麗

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
る
一
般
麗
棄
物
処
理

業
(
事
業
所
な
ど
か
ら
山
る
多
量
の
一

般
廃
棄
物
や
引
っ
越
し
、
大
掃
除
な
ど

で
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
依
頼
主
の
求

め
に
応
じ
て
収
集
・
運
搬
す
る
業
者
」

を
行
お
う
と
す
る
方
は
、
町
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。

こ
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

役
場
衛
生
課
で
許
可
の
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

許
可
条
件
の
主
な
も
の
と
し
て
、
次

の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
町
内
に
住
居
を
有
す
る
者
(
法
人

ぶ
つ
い
て
は
、
町
内
に
、
主
た
る
事
務
所

を
有
す
る
者
)

間
白
ら
業
務
を
実
施
す
る
者

間
業
務
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

人
員
、
車
両
、
設
備
等
を
有
し
、
業
務

室
適
確
に
遂
行
で
き
る
能
力
を
有
す
る

こ
とま

た
、
許
可
申
請
の
手
数
料
は
一
二
千

九
十
円
で
、
有
効
期
間
は
一
年
で
す
c

こ
の
許
可
で
扱
え
る
の
は
、
今
般
廃
棄

物
だ
け
で
、
産
業
廃
棄
物
(
県
知
事
の

許
可
が
必
要
)
は
、
扱
え
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
衛
生
課
ま
で

(
官
五
二
|
一
一
一
一
・
内
線
一
二
一
)

寄
付
課
納

。
長
浜
の
堀
井
順
次
さ
ん
・
:
図
書
「
敗

戦
前
後
」
(
二
冊
)
を
町
玄
図
書
館
へ
。

O
長
浜
の
松
石
伝
子
さ
ん
:
・
図
書
「
日

本
の
歴
史
」
(
十
川
)
を
町
立
図
書
館
へ
。

O
白
滝
の
清
水
禎
子
さ
ん
・
:
図
書
「
ネ

ギ
の
お
祭
り
」
(
二
冊
)
を
町
立
図
書

館
づ

O
大
和
保
育
所
母
の
会
(
会
長
・
丙
村

弘
美
)
:
・
大
型
三
輪
車
(
一
五
ど
を
大

和
保
育
所
へ
c

。
喜
多
一
灘
保
育
所
母
親
ク
ラ
ブ
(
代
表
・

行
上
佳
代
)
:
・
焼
却
炉
二
台
)
を
喜

多
灘
保
育
所
へ
。

O
白
滝
保
育
所
以
の
会
(
代
表
・
児
玉

瑞
恵
)
:
・
天
井
カ
ー
テ
ン
・
舞
台
用
カ
ー

テ
ン
を
白
滝
保
育
所
へ
。

O
平
成
二
年
度
働
生
保
育
所
卒
園
児
保

護
者
一
向
:
・

C
D
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
レ

コ
ー
ダ

1

(
一
ム
じ
を
働
生
保
育
所
へ

0

0
櫛
生
の
山
本
広
明
さ
ん
:
子
供
用
モ

チ
っ
き
の
き
ね
(
一
一
本
)
を
櫛
生
保
育

明
へ
。お

誕
生
お
め
で
と
う
H

イ主出 豊

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

海茂

士問手正
山内

秀
貴

盗
ご

長長
男 男

お
ぐ
や
み

f主
3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

柴白

滝

h
川

布

昨

長

浜
下
須
戒

長

浜
仁

久

櫛

生

長

浜

ん
r

坊

長

浜

清
水
伊
三
見

大

田

正

立

小
西
利
三
郎

末
、
水
芳
朗

中

川

寅

裁

川

崎

条

梶

田

文

好

ぶ
麿
八
重
子

重

同

潤

一

松
田
フ
ミ
ヱ

谷
湖
ミ
ヤ
コ

(
九
六
)

一
七
一
)

(
七
二
一
)

(
七
六
)

(九

O
)

(
六
問
)

(
七
四
)

(
七
五
)

(六

O
)

(
八
二

(
ム
ハ
九
)

一一一編集

「八 1‘八夜は忘れ霜」の多lさ

やかな季節。選挙選挙で日本

全土の折れた 4月とは、うっ

て変り身も心も軽やかで新し

し、人生が息づく。官庁も職場

も学校も家庭も郷土長浜町民

も夢と希望に燃えたぎる。 21

世紀の足音も近づし、てくる今、

すべてが原点仁帰り、総点検

を実施しよう。家庭l土「こど

もの日や母の日」の意義をか

みしめ平和憲法の趣旨を忘れ

ず、人権の惇重に徹して家族

の 幹を 深め て欲しい。学校も

新教育家庭の実施で小学校は

教科書が変わり教育内行も新

しくなる。官庁・職場も か

月が過さて、人間l羽 係 に 失 敗

して出勤が辛く円、っそう辞

めようか」と悩む者も出かね

な1，，'0親と子・生徒と教師・

上司と部下が信頼 し令 い、 協

調し、励まし合って、心の鮮

をijミめ人間関係をスムーズに

する努力こそ大切。 I今日我

れ生きたり j の心十薄で 111を

愛し、 2度とかえらぬ 1日 1

日を大切に生きる喜こびに法っ

てほしし川|五lの内外には打開

すべき諸問題が山積c 北方領

土問哩・国連平和 維 持 活 動

(P KO) 参加・国際経済等々。

町は工場誘致促進により活

力ある豊かなIHJづくりに官民

一体となり町おこしの推進に

選進を祈るつ
児
名

連
休
中
は
、
さ
っ
き
晴
れ
に
ふ
さ
わ

し
H
青
空
続
き
で
、
き
わ
や
か
な
日
差

し
の
中
屋
外
に
山
て
自
然
と
親
し
む
人

の
姿
が
目
立
っ
た
そ
う
で
す
。
行
楽
地

の
人
の
多
さ
な
ど
か
ら
、
あ
え
て

H

き

わ
や
か
な
休
日
u

を
楽
し
む
私
は
、
須

沢
の
日
本
え
ぴ
ね
園
へ
取
材
に
行
っ
て

さ
ま
し
た
。
圏
内
に
は
、
美
し
い
優
雅

な
え
ぴ
ね
が
咲
き
誇
り
、
パ
ラ
ダ
イ
ス

的
な
気
分
に
浸
る
一
万
、
カ
メ
ラ
を
の

ぞ
い
て
び
っ
く
り
:
:
:
た
く
さ
ん
の
行

楽
客
で
圏
内
パ
ニ
ッ
ク
ノ
人
を
か
き
分

け
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
私
で
し

た。

貴
寛

哲
平

数

人口をふやしましょう

九月末現在 前月との比較
トー

11，284人 67入滅

人口 (男 5，292人) (労28人減)

女 5，992人 女 39人減

トー一一

世 J計数 3，722世帯 4t吐帝減

帯世口人


